
 

 

令和 5年 9月版 

支部長 安井正己 

制作  情宣事業部 

 

第６１回千葉県理容野球大会 

８/２８（月） 《１回戦》 

朝から刺すような日差しが容赦なく体力を大量に奪っていく。 

しかし我が葛南 slickersは昨年の覇者！ 

暑いですねーなど言葉にせずクールな表情にて風格を表す！がとにかく暑い！ 

 

開会式には優勝旗を返還し、第 3試合までの待ち。 

下代監督は用意した椅子とパラソルを広げ直射日光を避け冷たいお茶を飲みながらの野球観戦！ 

なかなかの乙な涼を楽しんでいました。 

 

さて初戦の船橋東は優勝候補の一角！かなり強いが脆さもある。 

そこを突くべく先発 orderを 

下代監督はメンバーに発表し総力をあげ挑む！ 

 

1回 2回と固さのある我がチームは 

エラーからの大失点で 7点の差をつけられるが 

スペシャルな orderを組んだ下代監督の顔には余裕がある。 

きっと点差を縮め逆転を示唆しているのだろう！ 

3回には連打で 4点 4回にはデッドボールで出たランナーを盗塁とヒットで 1点 5回にも足を絡め

た攻撃で 2点と逆転！すごい！！本当に逆転した！監督の顔には笑みが！ 

 

しかしながら相手に 2点を取られてゲームセット 

8-9と接戦の試合でした。負けはしたものの終わらないワイルドカード制度にて香取リバース相手に

勝利し準決勝は千葉ユナイテッドを叩き成田 vs船橋東の勝者と戦い勝利しての 2連覇達成となる

下代監督の目論見が見えたような気がする！ 

 

最後に千葉県理容生活衛生同業組合及び大会関係者様には長期にわたり大会を支えていただき 

心から御礼申し上げます。 

 

                                                      宇田川大助 

 

 


